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 津波早期警戒システム構築のためのイエメンへの

アセスメント調査団（UNESCO/IOC 主催）に ADRC

が参加 
 
 イエメン政府の要請により、ユネスコ政府間海洋
学委員会（UNESCO/IOC）は国連国際防災戦略
（UN/ISDR）事務局と共同で、7月8日から10日にか
けて、関係機関の専門家によるアセスメント調査団
を同国に派遣しました。アジア防災センター（ADRC）
からも「津波防災に関する住民啓発とコミュニティ
ー活動」を主な担当事項として、寺西主任研究員が
調査に参加しました。 

 調査の第一日目は
会議で幕を開け、イエ
メン共和国水・環境省
のアルグニド副大臣
による開会挨拶で始
まり、引き続き調査団
の UNESCO/IOC 、
UN/ISDR、米国海洋大
気庁（NOAA）、ADRC

の各専門家によるプレゼンテーションが行われまし
た。 
 ADRC の寺西主任研究員は、効果的な津波警戒・減
災に関する重要事項について、日本の事例と経験を
基に、包括的に説明しました。 
 二日目は、津波早期警戒・減災システムの構築に
関する同国の現状を把握し、課題を明確にすること
を目的として、あらかじめ準備された 137 項目の質
問事項に沿って、調査団と同国関係者の間で質疑応
答が行われました。 
 この件についてのお問合せは、当センター主任研
究員の寺西（teranishi@adrc.or.jp）までお願いし
ます。 
 
 ADRRN 地域ワークショップ開催 
 
  2006年6月13日から15日の3日間、タイのバン
コクにおいて、NGOアジア防災・災害救援ネットワー
ク（ADRRN）の地域ワークショップが開催されました。
ワークショップには16 カ国から約 40 人の NGO メン
バーの参加がありました。また、バンコクで開催し
た目的のひとつであった国連や地域協力機関などか
らのオブザーバー参加も得ることができました。 
  ワークショップでは、これまでの ADRRN の活動に
ついてのレビューと今後の方向性についての協議、

ネットワークを信頼
性のおけるものとし
ていくためのアカウ
ンタビリティなどに
ついての知識の共有、
さまざまな機関との
協力体制についての
意見交換などが活発
に行われました。ま
た、ADRRN憲章の草案が提示され、今後、よりネット
ワークの組織としての基盤を固めていくための活動
が推進されていくこととなりました。 
 ネットワーク創設時から活動への支援を続けてい
るADRCからは、ワークショップの中で今後の支援に
ついての提案などを行い、参加者と協議を行いまし
た。 
 この会議は、NGO間における更なる協力関係を促進
し、アジア・太平洋地域における災害リスク軽減・
緊急対応関係者の強固なネットワークの構築へ向け
て、活動を共に行っていくための潤滑油として大き
な役割を果たしました。 
 次回のワークショップは、シンガポールでの実施
に向けて調整を行っていく予定です。 
 この会議の詳細につきましては、児玉研究員
（kodama@adrc.or.jp）までお願いします。また、
ADRRNの活動につきましては、ADRRNのホームページ
（http://www.adrrn.net/）をご覧ください。 
 
 世界防災教育キャンペーン 
 
 2006年6月15日、UNESCO本部（パリ）において、
UN/ISDR、UNESCO、「持続可能な開発のための教育の
10 年」フランス国内委員会主催により、世界防災教
育キャンペーンが開始されました。 
 『災害リスク軽減は学校から始まる』をテーマに、
このキャンペーンは、「学校のカリキュラムとして
の防災教育の推進」、及び「いかなる災害にも強い
建築基準の適用の奨励による学校の安全向上」を 2
つの目標に掲げています。 
 このキャンペーンは2007年末まで続けられ、その
後は、UNESCO が推進している「持続可能な開発のた
めの教育の10年」のイニシアティヴのもと、継続さ
れることになっています。 
 このキャンペーンの詳細につきましては、UN/ISDR
のホームページ（http://www.unisdr.org/）から、
英語・フランス語・スペイン語でご覧いただけます。 


